
気象・環境テクノロジー展

気象ビッグデータの活用で農業を元気に！
—坂の上のクラウドコンソーシアムの取り組み—
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坂の上のクラウドコンソーシアム 

農業用「72時間先の気象予報システム」を活用した 
 
「コストダウン」及び「品質向上・被害防止」の実証実験 

農林水産省経営局「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事業」（平成26年度新規事業） 

【目的】 
気象ビッグデータ解析による農業用高精度気象予報（1ｋｍメッシュ、最大72時間
先まで）を活用した世界初の農業用気象システムを構築し、精度の向上と露地栽
培におけるリスク回避と生産コストのダウンの手法、並びに農業者が安価で利用
しやすいシステム等を検討する。 



3 

コンソーシアムの構成と特徴 

ITの専門家 
 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ㈱ 

㈱ｳｨﾝ 

㈱ﾛｼﾞｯｸ 

ITと経営を繋ぐｺ
ﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 

NPO法人ITC愛媛 

農業界代表 
 

野本農園 

気象の専門家 
 

㈱ﾊﾚｯｸｽ 

≪経理・総務担当≫ 
 

(公財)愛媛産業振興財団 

えひめITソリューション
研究会 

 

愛媛県内中小IT企業 

愛媛県農業
法人協会 

坂の上のクラウドコンソーシアム 

≪販売支援≫ 
 

愛媛県経済労働部 

≪営農管理情報分析≫ 
 

愛媛県農林水産部（愛媛県農林水産研究所） 
愛媛大学農学部 

≪ｸﾗｳﾄﾞ技術ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ≫ 
 

サイボウズ㈱ 

≪実証フィールド提供≫ 

連
携 
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①日本の全人口の３％にも満たない約260万人の農民が日本の食量の大半を支える。  

 

②農業従事者の平均年齢は65.8歳（日本人の平均年齢は44.6歳）  

  65歳以上の高齢農業者の割合は6割を超え（半数以上の140万人が70歳以上の高齢者）、  

  35歳未満の農業従事者の割合は僅か5%  

 

③後継者不足もあって、ほぼ埼玉県と同じ面積の耕作放棄地が広がっている。  

 

④農家1戸あたりの農地面積は、ＥＵの1/9、アメリカの1/99、オーストラリアの1/1,862と、  

  耕作面積の極端な狭さが生産性を引き下げている。  

 

⑤ＧＤＰに占める農業の割合は僅か１％（1960年代は９％）  
 

⑥専業農家の割合は19.5%  
 

⑦食料自給率は主要先進国中最低の39%（1960年代は79%）  

農業人口の長期減少  

食料自給率の低下 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化に伴う輸入農産物
の増加による競争力の低下 

日本人の米離れ・  
日本食離れ 

耕作放棄地の増加 

後継者不足 

著しい高齢化 

衰退が止まらない！ 

これまでの延長線上では 

難問こそチャンス！ 

今こそ多方面の知恵の結集を!! 

日本の農業の現状と課題 
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農業人口の長期減少  

食料自給率の低下 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化に伴う輸入農産物
の増加による競争力の低下 

日本人の米離れ・  
日本食離れ 

耕作放棄地の増加 

後継者不足 

著しい高齢化 

全国共通の課題  

県下の７割を中山間地域が占める 

県下の柑橘園の約80%が傾斜地  
うち約60%が15度以上の急傾斜地 

地形条件や営農形態に応じた
きめ細やかな基盤整備が必要  

自然の影響を大きく受け
る不安定な環境  

厳しい労働環境  
高齢化による耕作放棄が深刻 

   中四国随一の農業県!!  
 
ハダカ麦      ：生産量日本一     全国シェア約４割  
ｷｳｲﾌﾙｰﾂ    ：生産量日本一     全国シュア約4割  
いよかん      ：生産量日本一     全国シュア約8割  
温州ﾐｶﾝ      ：生産量全国2位   全国シュア約2割  
ハッサク      ：生産量全国3位    全国シュア約1割  
ﾈｰﾌﾞﾙｵﾚﾝｼﾞ：生産量全国4位    全国シュア約1割  
栗              ：生産量全国3位    全国シュア約1割  

愛媛県の農業の現状と課題 
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愛媛県の気象被害 

過去２０年間の農作物被害状況（愛媛県） 

単位：百万円 
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合計 / 支払共済金 

合計 / 気象関連支払共済金額 

過去20年気象関連の 

年平均被害額は 

13億円 

13億円 
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①百姓 

②社会の最底辺のインフラは地形と気象！ 

その地域の“自然の恵み”を最大限に活かすこと！ 

プロダクトアウト マーケットイン 

農業は地域創生の基盤産業 

農作物の最大の付加価値は美味しいこと！ 

多方面の知恵の結集 

自然は貴重な“資源” “自然の恵み”を形にする産業が農業 

１＋２＋３＝６次産業 

③地域創生（地方創生） 

適地適作 

日本の美しい景観を維持しているのも、第一次産業！ 

④攻めの農業への転換 魅力ある産業／儲かる産業 

農業の課題を解決するための四つのキーワード 
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日本人は自然と“調和”することにより繁栄を得てきた 

自然に対する畏敬の念が重要！ 

定式化（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで予測的中）できる部分は直近の、極わずかに限られる 

ほとんどは人間（気象の専門家）の叡智（インテリジェンス）との戦い 

リスク 
いかに回避/軽減するか 

（防災・危機管理・事業継続） 

プロフィット 
いかに増やすか 

（農業・漁業等の第一次産業、 

再生可能エネルギー、天候デリバティブ） 

代えがたい 

豊かな 

“恵み” 

圧倒的な 

破壊力を持つ 

“脅威” 

自然の持つ二面性 
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気
象
庁
の
気
象
予
報 

量的予測 可能性予測 

予測範囲 
（時間幅） 

予測範囲 
（空間的広さ） 

更新頻度 

～１時間 ～６時間 ～24時間 ～1週間 ～1ヶ月 ～3ヶ月(暖寒候期) ～72時間 

～5分 ～1時間 3時間 6時間 日単位 旬単位 

１km四方 

レベル 

市町村 

レベル 

府県 

レベル 

地方 

レベル 

5分間隔 
（降水のみ） 

30分間隔 3時間間隔 6時間間隔 

民間気象会社

に求められる

付加価値 

サービスに求

められる 

ポイント 

想定リスクの提示 

代替手段の推奨 

可能性のコンサルティング 

気象予測→気候予測へ 

見逃し防止 [コンピュータ主体] 

インテリジェンスの定式化 

空振り防止 [気象予報士主体] 

インテリジェンスそのもの 

主たるニーズ 

経営的視点 

しっかり守りたい・無駄を省きたい 

（リスク回避志向） 

もっと儲けたい 

（投機志向） 

戦術的思考 
（日常の活動・オペレーションの視点からの思考） 

戦略的思考 
（付加価値の最大化を目指す思考） 

1日間隔 1週間間隔 1ヶ月間隔 

月単位 

年5回 

気象情報活用の本来像 
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一般向け 
予報 一次加工 

元データ 

体裁を整える等 
微加工 

二次加工 

スーパーコンピュータ 
 （数値予報モデル） 

気象庁 民間気象会社 
(ハレックス) 

TV 
ラジオ 

HP 

広くあまねく仕様 
出来合の情報 

無料で公開 

情
報 

情
報 

‘ 

提供するのはあくまでも『情報』 
またその内容は気象庁発表のものと全く同じ 

ﾚｰﾀﾞｰ解析ﾃﾞｰﾀ 

気象庁 

地上(アメダス)観測ﾃﾞｰﾀ 

衛星観測ﾃﾞｰﾀ 

主として 

BtoC 

『特定利用者向け(あなたのため)の気象情報提供』   
   →気象庁ができないことを民間で！ 
予報認可を持つ気象情報会社だから担うことので
きる一番の役割がここにあります。 

新しい市場価値
の創出 ウェザー・プラスワンメーション 

様々な業種の 

お客様 
個々のニーズ 

にあった情報を配信 

ご要望に 
合わせて加工 

有料で提供 

様々な業種の 

お客様 

ご要望に 
合わせて加工 

有料で提供 

S 
素材
ﾃﾞｰﾀ 

民間気象会社 
(ハレックス) 

一次加工 

素材ﾒﾀﾃﾞｰﾀ・ﾒｯｼｭ
画像ﾃﾞｰﾀ等生成 

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀ、地図会社、
測量会社、IT企業、情報

提供会社等 

カスタマイズの方法は 
エリア/時間軸/メッシュなど様々 

提供するのは『ソリューション』 
お客様の課題を解決する効果を提供します！ 

BtoB 
BtoG 

気象以外の
各種情報 

API提供 

個々のニーズ 
にあった情報を配信 

お客様 

BtoB 
BtoG 

民間気象会社の役割 

オープンデータ 
ビッグデータ 
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全球モデル（GSM） 計算領域：地球全体 

格子の水平間隔 約20km 

格子の垂直層数 100層 

最上層の高さ 約80km 

総格子数 約1億3,000万個 

更新頻度 1日4回 

メソモデル（MSM） 計算領域：日本とその近海 

格子の水平間隔 約5km 

格子の垂直層数 50層 

最上層の高さ 約22km 

総格子数 約3,000万個 

更新頻度 1日8回 

局地モデル（LFM） 計算領域：日本とその近海 

格子の水平間隔 約2km 

格子の垂直層数 60層 

最上層の高さ 約20km 

総格子数 約1億2,000万個 

更新頻度 毎時 

アメダスデータ 

観測データ 降水量、風向・風速、気温、
日照時間 

観測箇所 約840か所（約21km間隔） 

更新頻度 最短10分ごと 

降水ナウキャスト情報 

観測データ 1時間先までの5分毎の降水
の強さを予報 

予報格子間隔 1kmメッシュ ⇒250mメッシュ 

更新頻度 5分ごと  

降水短時間予報 

観測データ 6時間先までの各1時間降水
量を予報 

予報格子間隔 1km間隔 

更新頻度 30分ごと 

気象ビッグデータ 

スーパーコンピュータによる数値予報シミュレーションデータ 

気象レーダー解析による降雨予測データ 
地域気象観測システムによる実測データ 

重要となるのは 

アナリティクス 
＝情報（データ）の読み方 
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Halex社HPより 

Information提供からIntelligence提供へ① 

情報の活用ノウハウ ＝ インテリジェンス ⊃ 業務ノウハウ 

アナリティクス 

IT 
Information 

Technology = × 
Intelligence 

Technology 昇華 
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Information提供からIntelligence提供へ② 

業務システム 

無駄を 
省きたい 

しっかり 
守りたい 

もっと 
儲けたい 

機能 

性能 
効能 情報 

業務ノウハウ 

アナリティクス 

× ＝ 



気象情報の新しい市場価値創出 
のためのコア技術 
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【参考】 ハレックス社オリジナル気象サービス 「HalexDream!」  



注目したのはここ 
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農業を取り巻く主な自然環境 

土壌 

地形・地理 気象 

生物環境 
（病害虫・雑草等） 

農業 
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【究極の目標】 新しい農業用“暦”の作成 

農業においては自然と真っ正面から向き合わないといけないため、 

季節を読み解く指針となる“暦”というものが極めて重要 

新しい農業用“暦”の必要性 

地球規模で起きている気候
変動の影響 

従来からの季節感や気象に関
する昔からの言い伝えというも
のが微妙に狂ってきている 

最新のICT（情報処理・
情報通信技術）の活用 

地域特性（地形等）の反映 

感覚的なものも含まれるため、
次の世代への経験と勘の伝
承が困難 
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①気象情報の第一次的活用による、強風害・ 
 水害・干害等の気象災害回避の支援 

②情報を二次的に加工することにより、 

   ・霜害の予防 

   ・病虫害の予防 

   ・農作物生育管理のデータ化 

   ・農作業計画の支援 

   ・省力化 

   ・品質の予測 

   ・市況情報 

     等による競争力向上の支援 

①自分の畑がどうなっているのかという現
在の状態把握  【現状把握】 

②周りの地域の気象の状態に関する情報
【短時間の予想】 

③衛星写真や気圧配置図のような日本を
取り巻く極東一帯の視点での情報 

【短日間の予想】 

地形や標高（起伏）等、地域特性を加味した、
より小さなメッシュでの気象情報提供 

リモートセンシングの活用 

農業における気象情報の重要性 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/column/14/090100053/091700005/?SS=imgview&FD=1153259116
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【従来】 作物の安定な生産（守り） 

【今後】 経営としての生産（攻め） 
競争力（付加価値）を持つ農業への転換 

耕地の環境コントロールの時代 
  ・風のコントロール 

  ・水のコントロール 

  ・熱のコントロール 

  ・光のコントロール 

  ・防雹/防鳥/防害虫といった物理的コントロール 

 
気象を活用した経済性・競争力の追求 

 

地球温暖化・気候変動 

ＴＰＰ交渉参加不可避 

（グローバル競争下へ） 

世界の人口増加 

食物輸入量の減少 

農地荒廃 
農業従事者の高齢化・減少 

危機管理（エマジェンシーマネジメント）が重要 
 ・事前に迫り来る危険や被害を想定するリスクマネジメント 

 ・被害が発生した後の対策を想定するクライシスマネジメント 

防災と同レベルの安心・安全の追求 

 

気象情報会社に求められる方向性 

農業の科学化 

経験と勘の見える化 

消費者への食の安全に関
する情報の提供 

環境に優しい農業の実現 

生産性の向上 

定量的に管理する農業 
  生産管理／品質管理 
 

 ・他の地域との差別化 

 ・栽培品種の選定 

 ・作付時期、出荷時期の調整等 

勘と経験の可視化 

⇒次世代への伝承 
戦略的農業経営 

次工程(加工・流通)との連動 ロスの削減 

食糧生産工場 安定供給 

農業向け気象情報提供に関する今後のトレンド 

単なる気象情報提供サービス 
 

 

農業経営に関わる経営意思決定支援サービス 

サービス形態 



短期予報 
(週間、72時間、24時間) 

記録データ 
(気温経過図、積算温度図、日照時間等) 

状態の把握 

極短期予報 
(6時間、1時間) 
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中長期予報 
（1ヶ月、3ヶ月、暖・寒候期） 

作付時期、出荷時期の調整等 

傾向の把握 

農業経営(営農) 
戦略の立案 

過去の気象観測データ 

日常管理 
(定量管理) 

肥培管理等 

気象災害回避 

戦略 戦術 

定量的に管理する農業へ 

他の地域との差別化 

栽培品種の選定 生育診断 

生育予測 

地域特性 

農業における気象情報の活用イメージ 

病害虫被害回避 



ﾏｽﾀｰDB ﾏｽﾀｰDB 

過去の気象統計
ﾃﾞｰﾀ 

月気象統計
ﾃﾞｰﾀ 

地上気象観測の統計値 
月平均現地気圧、月平均海面気圧、月平均気温、 
日平均気温の標準偏差、日最高気温の月平均値、 
日最低気温の月平均値、月平均蒸気圧、 
月降水量、降水量階級区分、 
日降水量1mm以上の日数、 
月間日照時間、月間日照時間の平年比並びに 
各要素毎の資料なし日数及び平年値 

各種条件検索 

ｸﾞﾗﾌによる可視化 

容易な操作性 

ビッグデータ（テラバイト）検索 
DBｻｰﾊﾞ 

Webｻｰﾊﾞ 
API化 

地域特性に関
するﾃﾞｰﾀ 

1ｋｍﾒｯｼｭ平年値図 
降水量、気温、最深積雪、 
日照時間、全天日射 

季節予報（長期） 

暖・寒候期予報 ・・・・・・   統計手法（ガイダンス） 
         数値予報（格子点データ：アンサンブル） 

戦略情報 経営戦略の立案 

３ヶ月予報 ・・・・・ 数値予報（格子点データ：アンサンブル） 
             統計手法（ガイダンス）  統計資料 

季節予報（中期） 戦略情報 営農戦略の立案 

１ヶ月予報 ・・・・・ 数値予報（格子点データ：アンサンブル） 

異常天候早期警戒情報 ・・・ 確率予報 （気温） 
週間予報 ・・・・・・・・・・・・・・・ ３日から向こう１週間の天気予測 
府県予報 ・・・・・・・・・・・・・・・ 当日から翌日の天気予測 

短期予報 短期予報 戦術情報 管理計画の立案 

GPV予測情報 ・・・・・・・・・・・ 数値予測（天気、気温、湿度、風、雲量） 
降水短時間予測 ・・・・・・・・・ ６時間以内の降水予測 
ナウキャスト予報 ・・・・・・・・・ １時間以内の降水予測 

短時間予報 戦術情報 リスク回避 
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農業気象コンサルティング 

坂の上のｸﾗｳﾄﾞｺﾝｿｰｼｱﾑ 

坂の上のクラウドコンソーシアムの取り組み 
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 【生産役立ちツール】 
・旧暦、月齢の活用 
・附箋機能 

（農家の口コミ情報を共有） 

【分析機能】 
・データ蓄積 

   圃場ごとに日照時間や 
   温度、降雨量等を積算 

・収穫時期予測 
  収穫量・品質・収穫日など予測 

・病害虫など発生予測 

【アラート機能】 
霜害、高温・低温障害が予知 

されれば、メール等でお知らせ 

【グラフ機能】 
気温、湿度、降雨など 

グラフ化 

【マップ機能】 
ピンポイントで気象変化を予測、 

地図上で変化を確認 

予測 
データ 

実測 
データ 

中核システムのイメージ 
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「農業用気象予報システム」3か年計画 

 
 

コストダウン 
リスク回避 

◆コスト削減 
・収穫に係る人件費 
・農薬費 
・灌水費用 

◆品質向上・被害防止 
・霜害 
・低温障害 
・高温障害 

72時間先気象予報 

計画経営 
リスク予防 

1か月先気象予報 
3か月先気象予報 

◆コスト削減 
・適正な人員配置 
・計画的なアルバイト採用 
 

◆計画的農家経営 
・作物の育成 
・計画的な収穫 
・計画的な資材調達 

戦略経営 

収穫予測システム 
 ・長期予測 
 ・積算温度等から出荷時期予測 

◆戦略的農家経営 
・出荷時期からの作物選定 
・他地域の気候を見ながら作物を選定 
・市場価格を予想しての出荷調整 
・大手スーパーとの連携 

 

 
 

守りの農業 

26
年度 

27
年度 

28
年度 

攻めの農業 
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ハレックス 

愛媛県 
中小ＩＴ企業 野本農園 

ＩＴＣ愛媛 

えひめ産業振興財団 

「坂の上のクラウド」コンソーシアム 
気象実績データ 気象予報データ 

②農作業計画＆実施記録 
   （コスト削減・品質向上の効果測定） 

愛媛県農林水産研究所
愛媛大学農学部等協力 

比較分析 

①気象予測＆実績データ 
 （地域特性に対応した予測精度の向上） 

愛媛県中山間地域 

フィールド気象データ 
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③農業者
が安価で使
いやすいシ
ステム検討 

（２台新設） 

ハレックス社データセンター 

気象予測データ 

愛媛県農業法人協会会員法人 

操作性評価 

追加機能要望 
機能改善要望 

商用試験データ 

平成26年度 実証実験イメージ 



ニュースへの取り上げ （坂の上のクラウドコンソーシアム） 

24 

コンソーシアム活用の報道 実証実験が 
農水省実証実験に採択される 



ニュースへの取り上げ （坂の上のクラウドコンソーシアム） 
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スマートコミュニティ展2014の報道 

気象ビッグデータの農業活用報道 
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ニュースへの取り上げ （坂の上のクラウドコンソーシアム） 

試用版システム完成お披露目会の報道 

NHK松山放送局 
愛媛新聞 

日本農業新聞 
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登ってゆく坂の上の青い天に見える“一朶の白い雲”、それは、

愛媛県発の地域再生、日本再生の1つの姿です。 

 

これが『坂の上の雲』の主な登場人物、秋山好古、秋山真之、
正岡子規、この3人の出身地である四国愛媛県だからこその、
コンソーシアム名称にかける強い“思い”です。 

************************************************************************* 

この長い物語は、その日本史上類のない幸福な楽天家達の物語で
ある。やがて彼等は日露戦争という途方もない大仕事に無我夢中で
首を突っ込んでゆく。最終的には、このつまり百姓国家が持った滑稽
なほど楽天的な連中が、ヨーロッパにおける最も古い大国の一つと対
決し、どのように振る舞ったかということを書こうと思っている。 

 

楽天家達は、そのような時代人としての体質で、前をのみ見つめなが
ら歩く。登ってゆく坂の上の青い天にもし一朶(いちだ)の白い雲が輝
いているとすれば、それのみを見つめて坂を登ってゆくであろう。 

************************************************************************* 

                司馬遼太郎『坂の上の雲』 あとがきより 

さいごに 
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ご清聴、ありがとうございました 

http://www.ehime-iinet.or.jp/sakanoue/ 

詳しくはWebで 

http://halex.co.jp/ 

気象情報提供に関しては 


